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一、 はじめに

道教の第一洞天・王屋山が位置する河南省済源市の隣、 焦作市陽洛山にある

静応廟は、 晋の女仙・魏華存が修行した故地とされている。ここに「二仙救唐

王」と称する、 廟の創建にまつわる以下のような逸話が伝えられている ＂。

唐の初めのころ、 李世民は兵を率いて王世充を討伐し、 双方が黄河北岸で

血戦いを繰り広げた。 戦いは三日三晩に及んだが、 数において劣勢の唐軍

は不利に立たされ、 援軍も到着しなかったため、 やむなく北側の地域に撤

退した。さらに王世充が王仁則に兵を与えて追撃させ、 混乱の中で李世民

の軍は太行山の中の渓谷まで追いつめられた。さらに北に行くとそこは険

しい崇山が聟え立ち、 これ以上進むことができないため、 李世民は仕方な

く兵士たちに谷の入り口を守らせ、 援軍を待つことにした。 李世民が人数

を数えたところ、 軍勢はわずか3万しか残っていなかった。さらに重大

だったのは、敗走する途中で食料や物資がすべて王仁則に蒋われたことで、

兵士たちは飢えと渇きのために今にも力が尽きようとしていた。陣は構え

たものの、 李世民は焦燥して全く気が休まらず、 飢えと疲労による困窮を

打開しようと、 日が暮れてから数名の腹心を連れて北側の地形を探索しに

行った。李世民は陽洛山のふもとまでやって来て、 幾重にも重なる山々を

見上げた。前方には追っ手が迫り、 後方には退路が無いことを思い、 天を

仰いでため息をつき、 「天は李世民を滅ぼそうというのか」と言って、 思

わず涙をこぼした。すると、 黄昏の陽の光の中から、 手に甕を持ち、 まぐ

さを小脇に抱えた村娘がこちらに向かってくるのが見えた。村娘は眉目秀

麗で、 諷々と野山を歩く様はまるで下界に下った神仙のようだった。村娘

は馬の前まで来ると、 持っていた甕とまぐさを置いて、 李世民に深く一礼

をした。「陛下、ご機嫌麗しゅう。」李世民は鞍から転がるように降りて言っ

た。 「それがしは敗軍の将である。 どうしてそのような礼を受けられよう

か。」村娘は地面の上に置いた甕を指さして言った。「陛下がおいでになる

ことを知り、 特に陛下と将兵たちのために誠米飯を作って参りました。 ど

うぞお召し上がり下さい。」 李世民はわけが解らず、 こう尋ねた。「鍼米飯

というものは間いたことがない。そもそもこの甕の中の食べ物だけで、 ど

うやって多くの将兵と馬を腹一杯にできるというのだ。」そこで村娘が甕

注l•••都屏君「唐太宗和咸
米飯」（『焦作晩報』2011
年6月20日、 頁 15)。 な
お同様の記載は董尚祥「董
尚祥談神農山仏道文化及其
影響」（『焦作晩報』2011
年6月2日、 頁12)、 翡
超「神農山道教聖地二仙
廟遠離喧儲的浄地」（『時
尚北京』2013年8期、 頁
226)などにも見られる。
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注2---唐朝初年， 李世民率

兵征討王世充， 双方在黄河

北岸展升血哉。 経逍三夭三

夜的厠糸， 唐平因寡不故

炊、 援兵述述未到， 被迫北

撤。 王世充派王仁則帯兵ー

路追来， 慌乱中李世民大平

退入太行山中 一 条峡谷里。

再件北， 是崇山峻蛉． 元路

可走， 元奈，李世民命平士

戸把谷口， 等待援平。 李世

民消点人身， 仮泰J3万残

平。 更力戸重的是， 横敗途

中根草細重均被王仁則部劫

荻， 将士ii]又t)し又渇， 筋疲

力尽。 安下大菅后， 李世民

心急如焚，如坐針毯。 黄昏，

李世民不願仇俄芳累， 帯着

随八綺耳往北査看地形。 李

世民来到阻洛山下望着重童

登登的大山，想着前有追兵、

后元退路， 仰夭長1双： ‘‘ 夭

呵， 莫不是祢真要亡我世民

乎！ ” 不党泊流満面。 悦惚

中， 八西辺太阻的余昨里，

看見一村姑沿着山道翻翻而

来。 地手捉一介瓦罐， 腋下

央着一梱谷草。 李世民定睛

一看 ， 送村姑眉清目秀 ， 身

材高挑， 歩股径柔訊逸， 如

神仙下凡。 到了与前， 村姑

放下手中物件， 向李世民深

施 一礼説：“明君在上， 受

小女 一拝。'’李世民淡鞍下

均： ‘‘
世民乃敗牢之将， 急

敢受此大礼？
’
'村姑指指地

上的瓦維悦：
‘‘ 得知明君要

来， 小女特地力明君及炊将

士煮然了 一裾咸米仮，i青明

君用膳。 ’'李世民納周了，l河：

“咸米坂？没所悦辻。 再説

了， 迭一雄一草忠能隈抱我

的千平万身？
’
'村姑撒升瓦

罐， 一股i秀人的香味オト恥而

来。 罐内大米坂同菜肴捗和
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を開けると、 とても美味しそうな香りがしました。 甕の中には、 お米とお

かずが混ぜられており、 その上に白髪ネギ・油・山韮が載っていました。

この鍼米飯は、 甕一杯に詰まっているのに焦げておらず、 また油が入って

いるのに油っこくなく、 赤い色をしていて温かく、 美味しそうな香りがあ

たり一面に立ちこめました。 李世民はお腹がすいているのを我慢し、 手を

合わせて言った。「あなたはどこのお方ですか。 このような荒山で、 どこ

から食べ物を持って来たのですか。」村娘は答えた。「私は幼いころ黄河の

岸辺で育ちました。 名を魏華存と申します。 戦乱を避けてここに移りまし

たが、 その際に実家から持ってきた米を食べてしまうのはもったいなく思

い、 こうして陛下に献上に参ったのです。」李世民は思った。「私はまこと

の神仙に出会ったのか。」しかしくどくど聞くようなことはせず、 その場

にいた部下と馬に食べるよう指示した。 甕の中の鍼米飯は取っても取って

も尽きることはなく、 またまぐさも何頭もの馬が争って食べても食べ尽く

されることがなかった。 そこで将兵全員に鍼米飯を食べるよう、 また馬引

きにはすべての馬にまぐさを与えるよう命じたが、 不思議なことに鍼米飯

もまぐさも全く減らず、 みな腹いっぱい食べて軍全体が奮い立った。 李世

民が振り返ると村娘はいつの間にかいなくなっていた。 そこで李世民は将

兵たちを連れて陽洛山に向かって三回叩頭して言った。 「李世民はこの地

に追い詰められましたが、 幸運にも魏夫人に助けていただきました。 いつ

か皇帝として即位することができたら、 必ずや ここに廟を建てて神像を祀

り、 仙人様に食事を与えていただいたご恩に報いたく思います。」その夜、

李世民は王仁則が油断した隙を突いて奇襲をかけ、 援軍とともに一気に敵

を撃破して勝利を収めた。 後に李世民が大唐の皇帝に即位した時、 かつて

魏夫人に太行山で食事を与えてもらった恩を忘れず、 大将の尉遅敬徳に命

じて以前追い詰められた谷の中に壮大な廟を建てさせた。 この廟は「静応

廟」と名付けられたが、 一般には「二仙廟」と呼ばれている。 廟の中に祀

られているのは魏華存で、 民間では尊んで「二仙妨妨」と称している。 こ

の谷は「仙神谷」と名付けられたが、 現在の河南省泌陽の二仙廟景区にあ

たる。 二仙妨妨魏華存の鍼米飯は軍によって唐の都・長安にも伝えられ、

魏華存を祀る本殿の「紫虚宮」に飾られ
ていた絵画



唐王朝の宮廷料理になった万

筆者が2011年 8 月に静応廟で調査を行った際には、「二仙救唐王」と題す

る上記の伝説を示す絵画が、 魏華存を祀る本殿の「紫虚宮」に飾られていた
•3 

説話に登場する王世充は、 甥の王仁則とともに洛陽に拠った隋末の群雄の一

人で、 史実の上でも確かに李世民は開明 2年(620年） に戦って打ち負かし

ている。 しかしその際に魏華存の加護があり、 王朝建国後に尉遅敬徳に命じて

廟を建てさせたという話は、正史はもちろん、碑文や地方志などの史料、また『道

蔵』所収の魏華存関連資料にも見えない。 通俗文学でも、 隋末唐初を描いた講

史小説は明・熊大木『唐書志伝通俗演義』（八十九節）、 明 ・羅貫中『隋唐両朝

志伝』（百二十二回）、 明・諸聖隣『大唐秦王詞話』（六十四回）、 明・哀干令『隋

史遺文』（六十回）、 明 ・無名氏『徐文長先生批評隋唐浪義』（百十四節）、 清・

堵人獲『隋唐派義』（百回）、 清・鴛湖漁斐『説唐派義全伝』（六十八回） など

があるがスこのエピソ ー ドが載っているものは見あたらない。

もちろん、 単に文字資料として残されていないだけで、 李世民が尉遅敬徳に

命じて静応廟を建てた「史実」が現地で1400年の間伝承されてきた、 と考え

られないわけではない。 しかし、 後述するように済源・焦作一帯は明代に住民

が大きく入れ替わっていることなどを考えても、 そうした想定にあまり現実性

は無いだろう。 筆者は、 現存する幾つかの別の資料を検討することで、 この説

話の発生と展開についてある程度再構成することができると考えている。 そこ

で本稿はこの「二仙救唐王」の説話の形成過程について検討し、 そこから河南

における魏華存信仰について考察を加えるとともに、 また近現代における王屋

山道教のあり方について私見を述べてみたいと思う。

二、 河南の魏華存

魏華存という女仙については一般的に、 彼女が永嘉の乱以後に移り住んだ中

国南方の道教の伝統との関係で説明 されることが多い。 すなわち東晋の興寧二

(364)年に彼女の神霊が茅山で霊媒の楊義のもとに降り、 あるいは長子の劉

瑛が楊義にその教法を伝え、 上清経典の道教思想、 いわゆる「上清派」が興起

したと言われている万魏華存の廟としては、 彼女が南嶽を治める「南嶽魏夫

人」とされたことで湖南省の南嶽衡山に建立された、 黄庭観や洞霊宮などが比

較的よく知られているだろう。
しかし魏華存が永嘉の乱以前に居住したのは、 中国の北方に属する河南省焦

作の陽洛山であった冗静応廟について記した現存最古の碑文である唐・垂棋

四（688)年の「木澗魏夫人祠碑銘」には、 この廟が魏華存の故地であること

在一起， 慄着葱銘油花、 山

北菜。 送咸米坂桐而不湖，

油而不賦，熱乎乎，紅滴滴，

香気四溢。李世民強忍侃俄，

棋手1可： ‘‘ 敢l可娘子何許人

也？疏山野蛉的， ハ囲11弄来

込些根食？
’
'村姑答： “ 小

女自幼生活在黄河岸辺， 姓

魏名年存， 力媒避哉乱， 逃

碓至此， 凡娘家帝来的大米

舎不得吃， 芍等明君前来。 ’’

李世民想： “莫不是真的遇

見了 神仙？
’
'也不多何， 命

随A吃仮、 l嗅身。 只見那瓦

罐里的咸米仮晋了述有， 忍

也取不尽用不潟；那梱谷草

几匹均争着吃也吃不完。 子

是侍令下去， 辻全体将士列

臥逐ー前来取仮， 辻身夫取

草喋均。 奇怪的是， 迭坂迭

草依然是一罐一梱， 銘牽没

有減少。 将 士i[]吃咆喝足，

全平上ド精神料撒， 士勺尚

憬。 回失再看那村姑， 不知

何吋己不見了踪影。 李世民

率将士面向阻洛山叩了三介

決悦： “ 世民今困此地， 幸

遇魏夫人相救， 他1::1若能面

南背北，定在此地修底塑像，

以謝仙人 一仮之恩！
’
'当夜，

超王仁則麻痰之机， 李世民

突出奇兵， 会同援写 一学市

涼了故宇， 大荻全股。 后

来， 李世民倣了大唐皇帝，

他念念不忘当年魏夫人太行

山贈仮之恩， 命大将尉退敬

徳監工， 在昔日被困的山谷

中修建了 一座勺努宏1市的廂

宇， 取名 “ 静庖廂 ”， 俗称

“二仙廂'
’
。 廂中供奉的正是

魏半存， 民1司尊称
“

二仙妨

妨'’。 送介山谷也取名力
“

仙

神谷 '’， 就是今河南｝心r5日的

二仙底呆区。 二仙如妨魏1や

存的咸米坂随宰侍入了唐都

長安， 被定力御膳。
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注3••調査については土屋 を述べた後、 以下のように記されている万
昌明「第一大洞天王屋山洞
の陽台観と紫微宮の現況」

（『洞天福地研究』第三号、
2012年、頁35-54)およ
び鈴木健郎「平成23年度
第2回洞天調査報告 王
母洞・盤山洞（王屋山）お
よび静應廟·木澗寺・修仙
洞（｝心陽市）」（『洞天福地
研究』第三号、2012年、
頁92- 107)を参照。

注4… 隋末唐初を扱った
講史小説については、上
田望「講史小説と歴史書
(1) -『三国演義』、『隋
唐両朝史伝』を中心に 一 」

（『東洋文化研究所紀要』第
130冊，1996年、 頁97-
180)、千田大介「隋唐物語
を読む」（鈴木陽一組『中
国の英雄豪傑を読む』、大
修館書店、2002年、 頁
119-168)などを参照。

注5… 例えば「魏華存」、
『道教事典』（野口鐵郎・坂
出祥伸•福井文雅・山田利
明編、平河出版社、1994

年）、頁86など。

注6… 張景華·秦太昌「晋
魏華存修道陽洛山考」、『中
国道教』、2001年第 1期、
北京：中国道教協会、頁
40-43。

注7···陳垣編纂『道家金石
略』、文物出版社、1988年、
頁77-79。

注8···創祠壇， 想希夷其若
存． 庶悦忽其無味建立之
始． 年代莫詳。
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人々は祠壇を創ることで、（魏華存の）清浄玄妙なる姿が存続することを

望み、 その 「無味を味わう」ことを願った。 創建年代について、 詳しくは

解らない •80

魏華存は地域の著名な女仙ということで、 焦作では生前から信仰を集めてい

たとする説もあるが
．， 、唐代以前の状況について、 少なくとも現存の資料から

は詳しいことは解らない。 ただ、 この種の碑は廟の重建に際して創られること

が多く、 かつ碑文の選者が 「弘文館学士路敬淳」という王朝側の人間であるこ

とを考えれば、 伝説のように尉遅敬徳の創建なのかどうかはとりあえず置くと

して、 朝廷がこの時に廟の大規模な修築を行ったと考えるのが自然である。 こ

れはもちろん、 唐代に道教が国教となり、 中でも南方の茅山で醸成された魏華

存を初祖と奉じる教法に重きが置かれたことで、 王朝が北方の彼女の故地にも

注目した結果だろう。

「木澗魏夫人祠碑銘」にはまた次のような一節がある。

天は事物に影響を及ぼすのだから、 祈れば必ず聞き届ける。 雨乞いをする

と、 車で戻るよりも先に雨が降ってくる"°。

唐代はもちろんこの廟で国家道教の枠組での儀礼や上清経典の修法なども行

われたのだろうが、 この碑文が示すのはむしろ廟の 「祈雨」という現世利益的

な性質である。 それは宋代以降も続いたらしく、 金・正隆二(1157)年の「重

修紫虚元君殿記」には以下のようにある ＂ 以

古老の言い伝えでは、 旱魃や洪水、 また民が病気にかかった時に、 祈ると

必ず験があるという。 宋の崇寧年間(1102-1106)のこと、 州県の役人

が様々な場所で祈願しても験が無かった時に、 宰相を務めた河内の陳崇が

この祠に謹んで祈りを捧げて言った。 「わたくし陳崇は民を牧する役人で

す。 このような旱魃が起きた罪は、 ひとえに県知事の人徳の無さにありま

すが、 雨を降らせてくだされば、 その罪は我が身に移しても構いません。 」

祈り終わるや軒伝いに雲が広がり、 大雨が夜通し降って、 水が充分な程に

なってから止んだ。 このことを州の長官が朝廷に奏上したところ、 皇帝か

ら「静応廟」の扁額を賜った
・12

0

北方の乾燥地域に位置する河南省焦作で旱魃は重要な問題であり、 ここに作

られた廟に祈雨の性質が求められるのは自然の成り行きである。 魏華存は高位



の女仙なので祈ればもちろん雨ぐらいは降らせて く れるのだろうが、 しかしそ

れは例 えば上清経典の思想のようなものからはすでに一定の距離があることは

否めないだろう。

なお、 元代に入ると静応廟は全真教化している。2001 年に紫陵鎮宋察村で

出土した元・中統 二 (126 1) 年の 「重修陽洛山 記」碑文には以下のように 記

されている （なお口はもとの碑文で欠けている部分である） ＊ 13 
0 

稽首再拝して申し上げます。「我が ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ五祖七真 に 依 っ て、

優れた徳を大いに発揚し、 全真の教え の玄妙なる因縁を解き明かし、 純撲

の大道が陽洛山に満たされますよう。」
＊ 14

碑文の「全真」「五祖七真」などの表現から、 全真教の道士が廟を 「重修 」

したことが理解される。 これは道教史 で一般に語られる 、 没落した道教施設を

全真教が復興させたという出来事の一環として捉えられるが、 それはまた逆に

言えば、 静応廟は全真教がそうするほどに有力な廟であったことも意味してい

るのだろう。

三、 二仙 と い う 名称

冒頭に紹介した説話で魏華存は 「二仙」 と呼ばれ、静応廟も別名は 「二仙廟」

となっ ていた。同様 に河南省北西部に多く分布する魏華存を祀った廟も、 やは

り一般には 二仙廟と称されている。次ペー ジの写真は、 2011 年 8 月 の調査で

訪れた済源市梨林鎮大許村の魏華存廟だが、 入り口にやはり 「 二仙廟」とされ

ている
・

1 5
0

魏華存の別称を 「二仙」とすることは 『道蔵』 には見 えない。これについて

は、 静応廟の至元五年の碑文「太一元君紫虚元君広恵之碑」の以下のような記

述が関わる
・ 16

0

こ れは二聖元君の神霊が、 人々を畏怖せ しめたということだ
＊

1 7
0

碑文の題名が「太一元君」「紫虚元君」の順なので、 「二聖元君」は後者、 す

なわち魏華存を表している。「太一元君」については碑文中に言及が無いが、 『碧

霞元君護国庇民普済保生妙経』
＊

1 8 を見ると碧霞元君の別称として用いられて

いる。ここから 、 元代の一時期に碧霞元君信仰が静応廟に入り込み、 本来の主

人であるはずの魏華存は 「第二位」となっ て 「二聖元君」と呼ばれ 、 さらにそ

れが 口語的な「二仙妨妨」 に変化したと推測される
＊1 9。実際、 山西省から河

南省にかけての地域には、 碧霞元君の両脇侍に紫虚元君 （すなわち魏華存） と

注9···例えば前掲 『道家金
石略』頁1110- 1 11 1 に見
える元 代の 「重修紫虚元君
静応廟碑銘」 に は 、 「晋 代
から今に至るまで参拝は連
綿と 続き 、 未だかつて絶え
た こ と は無い」 （自 晉到今，
香火悠悠， 未嘗梢息） と あ
り 、 静応廟は晋 代 、 すなわ
ち魏華存の生前か ら あ った
こ と が述べられているが 、
かなり時代を下ってからの
記述であ り 、 資料的な信憑
性は低い。

注 10•• • 天然感物， 祈必獄
欽。 所請甘蹂， 未回車而降
澤。

注 11… 前掲『道家金石略』、
頁 1013。

注12 • • •古老相偲 旱乾水
溢 凡民有疾病者 ， 祠無不
應。 昨於宋之崇寧年間 ， 旱
之太甚， 州縣官僚遍走望内
未見應 間有河内宰陳公崇，
虔求再拝於祠下。 公日 ： 崇
黍民官也， 賭此大旱， 罪在
令長 若蒙甘澤， 願移咎於
身。 懇祠既畢， 随軒遂布，
ータ榜需而告足。 州牧倶奏
於朝 ， 救賜静應廟為額。

注13•••鄭素春 「唐 、 宋時
期魏華存信仰研究」、 荘宏
誼 主 編 『 道教女神信仰研
究 』、 新北市 ： 輔 大書 坊 、
201 4 年 、 頁38-39。

注14 … 稽首再拝曰 ： 頼我
ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ五祖七

真 弘揚首徳， 圃全清虚妙
縁， 大朴淳風焉， 能載於 陽
洛山哉。
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注 1 5… な お趙衛東 「河南
済 源 全 真 道 宗 派 伝 承 考 」
（『道教研究学報』 第五期．
香 港 ： 中 文 大 学 出 版 社，
20 1 3 年， 頁 8 1 - 1 10) に

よれば、 こ の大許二仙廟は
唐代に創建され、 明代に全
真教龍門派の管轄 と な っ て
いる。 ま た趙晰毅 「社親与
村廟： 紫虚元君信仰在華北」
（『西北民族研究』 201 4 年
第 1 期、 蘭州 ： 西 北 民 族
大学、 頁 28-33) は、 焦作

市の沿陽市祁部村に あ る 邪
部二仙廟の研究か ら 、 こ の
一帯に点在す る二仙廟は清
代以降全真教の管理か ら、
次第に村落共同体の主神へ
と移行 した こ と を指摘 し て
い る 。

注 1 6• • •道光五 ( 1 825) 年
『河 内県志』 巻二十一 「金
石志下」 所収。

注 1 7 · · ·其正二聖元君威霊

使民畏服之謂也。

注 1 8… 『万暦続道蔵』所収、
S.N. 1 445。

注 1 9• • • 李留文 「豫西北与

晋東南二仙信仰 比較研究
兼 論 区域文 化 之 間 的

互 動 」 、 『 世 界 宗 教 研 究 』
20 1 0 年 第 5 期、 頁 8 1 -
86。

注 20…王東 「太行山陽 “ ニ
仙 万朔 源 （ 下 ） 」、 『焦作 日
報晩報』 20 1 0 年 1 2 月 1 3
日版、 頁 1 8。
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済源市梨林鎮大許村の魏華存廟

入 り ロに 「二仙廟」

山西省陽泉市孟県御棗口村の泰山廟泰山妨妨殿の 「侃霞元君三尊像」



侃霞元君を配する造像例が多く見られる •20。 左 図は、 山西省陽泉市孟県御棗

口村の泰山廟泰山妨妨殿の 「個霞元君三尊像」である （中央が碧霞元君、 右が

紫虚元君、 左が侃霞元君）
＊2 1

0 

以上の点からすると、 魏華存が二仙と呼ばれるようになったのは、 中 国北方

で近世に興起した泰山の女神・碧霞元君の信仰に組み込まれた結果ということ

になるが、 実情はもう少し複雑である。というのは、 河南省に隣接する山西省

には、 楽氏姉妹という二人の女仙に対する、、 以下のようなもう一つ別の 「二仙

妨妨」信仰があるからである
＊22

二仙は殷王朝の微子啓の子孫で、 先祖は陵川に住んでいたが、 後に屯留に

移った。父の名は楽三宝と言い、 母の楊氏は神光を感じて姉妹を産んだ。

二人は並外れて聡明で、 普通の人々と異なっており、 また言行やふるまい

はすべて天の理に叶っていた。 後に母親が亡くなると、 父は呂 氏を竪った

が、 呂氏は姉妹を虐げ、 冬だ ろうが夏だろ うが外へ食べ物を探しに行くよ

うに言いつけた。後に一家は壺関の紫団山に移住したが、 二人はそこでも

畑で麦を拾ってくるよう継母に言われた。 どうしても落ち穂が見つからず、

天に訴えたところ、 空から黄竜が降ってきて、 二人はそれに乗って昇天し

た。 後に土地の人たちは二人を祀り、 祈れば必ず霊験があった。宋代、 「民

に功あり 」として 真人の号を賜り、 姉は沖恵、 妹は沖淑とされ、 廟額を「真

沢」とした
＊23

0 

注 2 1···http :/  /sxyxlcs.  
b l o g . 1 6 3 . c o m / b l o g /  
statics/ (201 5 年 1 月 6
日 閲覧）

注22•••段建宏 「民 間信仰
与地域社会 ： 対 晋東南二
仙 故 事 的 解 読」、 『 前 沿』
2008 年第 1 1 期 、 呼 和 浩
特 ： 内蒙古社会科学聯合会、
頁97- 100。

注23•• •二仙 力商朝微子后
之后人， 其祖居陵川 ， 后徒
居屯留。 父名示三宝， 円奈
栃氏， 感神光而生姐妹二人。
二人聡明穎昇， 与 炊不 同 ，
言行学止皆合乎大体。 后母
奈早逝， 父米又姿 呂 氏 ， 呂
氏残酷虐待姐妹二人， 元·沿
冬夏都要出 去扶吾食物。 后
挙家迂移至壷美紫困 山 ， ニ
人 伯 被 継 母 打 友 到 田 岡 拾
麦， 因 元所得， 呼 夭 以訴。
有黄尤忽炊空下， 御之以升。
后多 民祀之， 祷則必底。 宋

この楽氏二仙信仰は唐代に興起したが、 主な目的は焦作の魏華存と同 じくや 吋 因 有 功 子 民， 賜号真人，

はり 「祈雨」 であった
＊24。 山西省には各地にこの楽氏姉妹を祀る廟が存在し、 長日沖恵， 次曰沖淑， 店額

山西省晋城市陵川県西渓二仙廟

真洋。

注24···張薇薇 「晋東南地
区 二仙 文化的歴史淵源及
廟 宇 分 布」、 『 文物 世 界』
2008年第3期、 太原 ： 文
物世界雑誌社、 頁 45-52。
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注 25•••写真は張栄 「西埃
二仙廟保護勘察技術」（『中
国 文化遺産』 2010年第2
期、 北京 ： 国家 文物報社、
頁61-65) による。

注26· • •前掲 「晋東南地区
二仙 文化的歴史淵源及廟宇
分布」、 頁46。

注 27···宋徽宗崇寧年間西
夏侵擾中原． 朝廷派大軍出
征路過紫圃山． 由於長途跛
渉． 軍旅困乏． 二仙化身為
農婦為朝廷大軍沿途送飯。
消息偲至朝廷 宋徽宗於政 西渓村二仙廟の楽氏二仙像
和元年敗封築 氏 二 女 為 沖
恵、 沖淑真人． 並軟立宮廟
命民間以祭祀． 廟被真澤。

注28• • • 剣雄主 編『中国移
民史』 第五 巻 （福 州 ： 福

建人民出版社、 1997年） 、
頁250-252。

注 29··· 安 介生 『 山西 移
民史』 （山西 人 民 出 版社、
1999年）、 頁311-318。

注 30・ ・ ・ 中国社会 科 学 院 ・
澳大利 亜 人 文科学院 編著
『中国語言地図集』 （香港 ：
朗 文 、1987年） 、 B7「晋語」。
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中でも二仙の故郷 と される山西省晋城市陵川県の西渓村にある二仙廟は、 その

代表的地位を 占める
＊25

また山西の楽氏二仙は、 魏華存の 「二仙救唐王 」 に よく似た以下のような

説話を有している
＊26

0 

宋の徽宗の崇寧年間のこ と 、 西夏が中原に 侵入したため、 朝廷は大軍を派

遣した。 しかし長い距離を移動したせいで、 軍隊は紫団山までやって来た

時には疲弊していた。 そこ で二仙は農婦に 化けて宋軍のために道中で食料

を与えた。 こ の話が朝廷に伝わる と 、 宋の徽宗は政和元年に楽氏姉妹を沖

恵・沖淑真人 に 封 じて 、 勅命によって宮廟を建立 し、 廟号を真沢 と して、

民に祀らせた
＊27

0 

そして重要な点 として、 河南省の済源・焦作一帯には、 明代以降山西省から

大鼠の移民が入っているこ とである。 この山西移民は、 明の洪武年間に 臨沿市

洪洞県からやって来た と され、 一般には 「洪洞大愧樹」 という、 移民に向かう

道の出発点だった洪洞県城外のエ ン ジ ュ の木を 自 称 と して用いている
＊28。 し

かし明代の洪洞県の人口推移を検討する と 実際には こ の説は成 り 立たず、 洪武

年間の移民政策を 「神話化」しているだけで、 移民は明初から清末までの長期

間にわたってお り 、 また出身地も洪洞県だけでなく、 山西省中南部の広い範囲

からやって来ているこ と が指摘されている •29。 済源・焦作一 帯が、 河南省の

大部分で行われている中原官話ではなく、 山西省を中心に話されている晋語の

下位区分である 「耶新片」の分布地域で、 言語的に山西省中南部 と 連続性があ

るこ と もその傍証 となる
＊30

0



楽氏二仙信仰も、 方言同様にこの山西移民が河南省に持ち込んだと考えるの

が自然であろう。 そして茅山の思想的伝統から離れて、 同じように 「祈雨の女

神」 となり、 かつ碧霞元君の脇侍の 「二聖元君」 だった魏華存の上に被さった

ことは容易に想像できる。 その際に楽氏二仙が宋軍に食料を提供したという説

話も流入し、 「二仙救唐王」 に変化したのだろう。 ただこの場合、 原説話は宋

代が舞台だったのにもかかわらず、 それがなぜ魏華存では唐王朝建国の話に変

更されたのかという問題が残る。この点について次章で検討 してみたいと思う。

四、 「救唐王」 故事

唐王 朝の建国と道教の関係という点では、 『唐会要』 巻五十 「尊崇道教」 に

記されている以下のよ う な逸話がある。

武徳三年五月 、 晋州の人の吉善行が （山西省浮山県の） 羊角山である老人

に出会った。 老人は赤毛の白馬に乗っており、とても立派な姿をしていた。

老人は言った。 「私の言葉を唐の天子に伝えよ。 私は汝の祖先である。 今

年賊を平定した後、 子孫は千年の間 国を統治するであろう。」唐の高祖李

淵はこれを奇蹟だとして、 その土地に廟を建てた
拿31

0

しか しこれは李世民ではな く 父親の李淵の話で、 また場所も山 西省浮山と

なっている。 この説話もやはり山西移民が済源・焦作一帯に持ち込み、 「二仙

救唐王」のソ ースとなった可能性はあるだろう。 ただ河南省には、 さらにこれ

よりもよく似た説話が先行して成立している。 それは少林寺を舞台とした「十三

和尚救唐王」という説話である。いま、 『少林寺民間故事』に収録されている「十三

和尚救唐王」 （尚根五• 徳禅・行政・馬洪山から 1958 年～ 1 980 年にかけて採集）、

およびその後 日談となる「唐太宗賜封少林」（華自清から 1 980 年に採集）によっ

てその概要を示すと以下の通りとなる
寧32

隋末、 王世充が洛陽を占拠 して皇位を僭称 し、 国号を鄭と定めた。 そ して

甥の王仁則を領兵大元帥に任命し、 暴虐の限りを尽くしていた。 その頃、

洛陽から十五里離れた柏谷荘にある少林寺には、 曇宗をは じめとする十三

人の武芸に秀でた僧侶がいた。 ある時「李世民 」と記された玉璽を拾った

ことで、 唐王・李世民が王世充に捕 ら え ら れていることを知ったかれらは、

洛陽に潜入 して得意の武芸で李世民を救出し、 王仁則も捕らえることに成

功した。 李世民は皇帝に即位した後、 少林寺を手厚く保護してかれらの恩

に報いるとともに、 僧侶たちに武芸を奨励した。 この時に賜ったのが天王

殿の東側にある 「唐太宗賜少林寺主教碑 」である。 碑文の 「世民」の部分

注31• • •武徳三年五月． 晉
州人吉善行干羊角山見一老
斐． 乗白馬朱競，儀容甚偉 。
曰 ： 「謂吾語唐天子， 吾汝
祖也 。 今年平賊後． 子孫享
國 千歳 。 」 高祖異之． 乃立
廟干其地。

注32・ ・ ・ 「十三和尚救唐王」
「唐太宗賜封少林」 、 王鴻鉤
『少林寺民間故事』（河南人
民 出 版 社、 198 1 年 ）、 頁
25-34 。
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注 33• • • 中 国 国 家図書館オ
フ ィ シ ャ ルサ イ ト ・ 「国図
空 間 中華世迫嵩 山古建築
群」 http://www.nlc.gov.cn/ 
newgtkj/zhsy/20 1 1 09/ 
t20 1 1 092 1 _5 1 575.htm 
(20 1 5 年 1 月 5 日 閲 覧 ）
よ り 。 こ の壁画を清代の も
の と する のは栗勝夫 「少林
視論略」 （『北京体育大学学
報』、 第 20 巻第 2 期、 北京：
北 京 体 育 大 学、 1 997 年、
頁 1 7-20) に よ るが、 清代
の寺志な どに記載が無い こ
と か ら 、 よ り 時代の下った
もの である可能性もある。

注 34 • • • 太尉、 尚 書令、 映
東道益州道行磁、 薙州牧、

左右武候大将軍、 使持節涼
州純管、 上柱國、 秦王世民．

告柏谷埠少林寺上座寺主以
下徒蹴及軍民首領士庶等。
比者天下喪箇L. 萬方乏主，
世界傾論 三乗道絶。 遂使
閻浮藩悶 戎馬載馳． 神州
歴沸 群魔競起。 我國家鷹
園受録， 護持正諦， 取器飛
輪， 光臨大賣。 故能徳通黎
首， 化闇細林． 既沐来蘇之
恩 倶承彼岸之恵。 王世充
明窟非楓 敢逆天常， 窺銀
法境 陣行悸業。 今仁風遠
扇 慧矩照臨， 開八正之途，
復九宇之跡。 法師等並能深
悟機嬰． 早識妙因． 克建嘉
猷． 同蹄福地。 檎彼兇翌．
廓絃浮土， 奉順輸忠之奴．

方著闊庭 ； 證果修真之道 ．

更宏像観 聞以欣尚， 不可
思議 供養優買， 理殊悟敷。
今東都危急， 旦夕珍除， 並
宜勉終茂功 ． 以垂令範． 各
安菌業． 永保休祐。 故遣上
柱國徳廣郡開 國公安遠往
彼． 指宣所懐． 可令ーニ首
領立功者． 来此相見， 不復
多悉。
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は草書になっているが、 これは李世民の御筆である。

また現 在少林寺には、 この物語を描いた、 清代の以下のような 「少林寺拳譜壁

画」も飾られている
＊
33
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上記の説話の最後で言及されている 「唐太宗賜少林寺主教碑」は、 「告柏谷

「少林寺拳譜壁画」

埠少林寺上座書」の別名である。 現 物は摩滅が激しいが、 幸いなことに拓本が

幾つか残されている上、 『全唐文』 巻十「太宗 （ 七 ）」に以下のように全文が収

録されている
＊
34
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太尉・ 尚書令・映東道益州道行台・薙州牧・左右武候大将軍・使持節涼州総管・

上柱国・秦王である世民が、 柏谷塊少林寺の上座寺主以下の門徒、 軍民の

首領、 士庶たちに告げる。 近年、 天下は大いに乱れ、 何処にも主君が存せず、

世界は傾き、 三乗の大道は途絶えた。 閻浮提は動揺し、 軍馬の蹂躙すると

ころとなり、 神州の大地は揺れ動き、 群魔が祓雇するに至った。 しかるに

我が社稜は道教の図録を受け、 仏教の正諦を護持することで、 天下を御す

る両輪を得て、 ついに帝位に登り詰めた。 そこで万民に徳を広め、 仏僧に

施しを行うことで、 万民は仁者の徳を浴するだけでな く 、 彼岸の恵みにも

与ることもできた。 王世充は帝位を僭称し、 天道に悸る分不相応な考えに

よって悪逆の限りを尽 く した。しかし今や 仁徳の風が遠 く からわき起こり、

智慧の明 かりが世を照らし、 八正道の途が開かれ、 天下は復興した。 法師

たちは深慮と機知によって夙に妙因を識り、 治国の妙案を打ち立て、 とも

に福地へと赴いた。 そしてかの逆賊を捕らえ、 浄土を拡げ、 忠心を捧げた

ことで、 朝廷にその名を知らしめた。 その壮大なる証果修真の道は、 伺う



につけ壮麗かつ不可思議であり、 厚い供養と恩賞を与えたく思う。天下の

平定は決して定めであったわけではない。いま洛陽は切迫しだ情勢にあり、

日夜掃討が進められているが、 建国の偉業を打ち立てて天下に手本を示し、

民がも と の職業に落ち着き、 とこしえに天佑を保つよう望んでいる。そこ

で上柱國徳広郡開国公の李安遠を彼の地に遣わして思う所を伝え、 功績の

あった一、 二人の首領を拝謁させる。不悉。

ただこの碑文は、 「十二和尚救唐王 」の説話の「証拠」とするには幾つかの

問題がある。まず碑文は、 拓本を見ると確かに説話で言うごとく 「世民」の 二

字が草書になっているが、 これは現存する李世民の筆跡とは異なっている •350

そもそも初期の唐王朝が少林寺を保護したという話は正史の類に記載が無いた

め、 碑文自体は確かに 『全唐文』 に収録されてはいるもの と 、 後世の偽作では

ないかという疑いも残る。

また説話では 「武芸に秀でた十三人の僧侶」が 「唐王李世民」を救出したと

いうことになっているが、 碑文には僧侶の武芸への言及は無く、 十三人とい

う数字も挙がっていない上、 李世民も 「秦王」という称号は見えるが 「唐王」

ではない •36。仮に碑文が偽作でないとしても、 ここで記されているのは単に、

少林寺の僧侶と付近の居民の唐王朝建国への功績を李世民が認めたというだけ

である •370 

この説話は明らかにいわゆる少林拳の由来諏を成しており
拿38、 1 982 年の映

画 『少林寺』 の題材 と もなっているが •39、 唐代に少林寺を訪れた文人墨客の

詩文や遊記の類に僧侶の武芸に関する言及が見当 たらないことから考えても、

李世民が拳法を奨励したというのは後世の作り話だと思われる。

ただ、 問題はこの説話が史実か どうかではなく、 この説話がいつから語られた

のかという点である。これについては、 明 ・ 程宗猷 「少林根法蘭宗」巻ー 「紀

略」 に以下のような記述がある ”°。

唐初に至り、 僧の曇宗らが僭主に対して挙兵し、 王 世充と甥の王仁則を捕

らえ、 唐王朝に帰順した。唐の太宗はその忠烈を褒め、 曇宗を大将に命 じ

て田畝を与え、 御書を与えて慰労し、 四十頃の土地と水車一つを賜った。

いまの谷荘がこれである
＊41
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ここでは曇宗が 「挙兵」し、 「王世充 と 甥の王仁則を捕らえた」 としていて、

「十三人の僧侶」については語られていないものの、 唐王朝の建国 と 少林寺僧

の武芸が結 びついた現在の説話 と ほぼ同内容となっている •42。明代に少林寺

で興起した 「少林根」は、 後の少林拳とは異なっているが、 武芸という点では

同様であり、 おそらく当時その由来諏 として作られた逸話を程宗猷が記録した

注35 … 李秋玲 「少林寺碑
謁 考」 、 『 体 育 文 化 導 刊』
2010年第7 期、 北京 ： 国
家体育局、 頁100-102。

注 36" ·張卓 ． 程 大 力 「唐
代僧人習武事逃 考析」 、 『首

都体育学院学報』第19 巻
第3 期、 2007年、 北京 ：
首 都 体 育 学 院 、 頁 1 01 -
1 04。

注 37••• 程大カ ・張卓 「少
林寺“ 十 三根僧救唐王 ” 詳
考」、 『成都体育学院学報』
2007年第1 期 、 成都 ： 成
都体育学院 、 頁4 6-50。

注 38•••なお付 言 す る と、
日本で一般に普及 している
少林寺拳法は、 日本人の宗
道臣が戦後 日本の香川県で
創設 した武道で 、 こ こ で言
う 少林拳とは異なってい
る。

注39•• •監督·張臨炎 、 主演・
李連木、 製作 ・中原電影製
作公司。

注40… 程宗猷 『耕餘剰技』
所収本、 釈永信主 編『中国
武術大典』第16 巻（北京 ：
中国書店、 2012年） 、 天
啓元年 ( 1621) 刊影印。

注4 1• • •至唐初，僧曇宗等，
起兵拒偽師， 執王世充姪仁
則， 師本朝。 太宗嘉其義烈，

拝困宗為大将， 餘倶賜田敷 。
降璽書， 宣調慰勢，併錫地
四十頃 、 水碩一具， 即今谷
荘是也。

注42• • •なお 「十 三人の根
僧」 説が付加されるのは、
清の嘉慶年間に禁永兼が書
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い た と さ れ る 『西山雑志』

に見える 福建の少林寺伝説
と 関わ り 、 さ ら に民国期に
な っ て梁啓超が中国武術の
近代化を提唱す る 中 で賞揚
し て 行 っ た結果であ る が、

本論か ら は外れる ので こ の

問 題 に つ い て は 詳述 し な
い。 劉福鋳 「泉州少林寺史
証考弁」 （『福建師大福清分
校学報』、 1 997 年第 1 期、

福清 ： 福建師範大学福清分
校、 頁 49-56) な ど を参照。

注 43• • •揚州 ： 江蘇広陵古
籍刻印社、 1 997 年、 第三
冊第四葉。

注 44 … 程大カ ・ 張 卓 「少
林寺 “ 十三根僧救唐王 ” 詳
考」 （『成都体育学院学報』
2007 年第 1 期、 成都 ： 成
都体育学院、 頁 46-50) で
こ の 点 に つ い て 指 摘 が あ
る。

注 45… 丁永祥 『懐榔文化

生態研究』 （北京 ： 中国社
会科学出版社、 20 1 I 年）、
頁 1 32。

注 46… 据 悦 ・近 去 二 仙 廂 的
香火恨旺， 周辺百姓逢年赳
芍 或 麦 牧 秋 神 后 都 要 到 底
里 唱 成 娯 禾 ， 特別是初 一 、

十五， 更是人来人往， 牟水
与尤。 三月 初三廂会規模最
大， 方園百里的人都緊集子
此， 吋 同 持鉄常込一介多月 。

注 47 • • • 榔子腔系演劇の成
立 に つ い て は拙稿 「『封神
演義』 の戯曲化 と民間信仰
への影響」 （『東方宗教』 第
1 0 1 号、 東 京 ： 日 本道 教
学 会、 2003 年、 頁 1 - 1 7)

お よ び 「部陽木偶戯の形成
と椰子腔」 （『近現代華北地

34 洞天福地研究

のだ ろう。

さらに乾隆十三(1 748) 年の『少林寺志』 の「芸林・詩・七言古詩」には、

清の景 日 珍の「観唐王告少林寺教」という詩が収録されている •43。 前出の少

林寺の「告柏谷埠少林寺上座書」について詠んだ詩だが、 注 目されるのはここ

で李世民を「唐王」と呼んでいることである
＊44。 これは、 少なくとも乾隆年

間の段階ではすでに少林寺の説話が 「救唐王」のタイ ト ルで呼ばれていたこと

を示唆 している。

「十三和尚救唐王」 が明清の早い段階の文献で辿る こ とがで き る こ とを考え

ると、 「二仙救唐王」の方が後出で、 これを取り入れたと考えるのが 自 然であ

ろう。 すなわち、 本来宋代を舞台と していた楽氏 二仙の説話は、 河南省でこの

少林寺の物語に出会い、 あるいは羊角山伝説なども勘案 しつつ、 この話を「道

教化」 したものと思われる。

五、 懐榔 と 二仙廟

さて、 済源・焦作一帯はかつで懐慶府と呼ばれており、 ここにはこの旧名に

因んだ懐榔という伝統演劇が分布 している。 静応廟は実はこの懐榔の中心地と

しての側面があり、 毎年ここで開催される廟会では多数の劇団が上演を競う習

わ しとなっている
＊45
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かつて二仙廟は参拝客で賑わい、 周辺の居民は正月 や秋の収穫の後はみな

廟に行って芝居を楽 しんだ。 特に毎月 一 日と十五 日 は多くの人でごった返

した。 三月 三 日は廟会の規模が最も大きく、 周囲 百里の人々がみなここに

集まってきて、 一 ヶ 月 以上も続けられる •460 

懐榔は、 明末に陳西省・山西省・河南省の境界地域で発生 した、 榔子という

楽器を使った演劇が、 「パ ン デ ミ ッ ク 」を起こ したかのように急速に中国各地

に伝播 した、 榔子腔と呼ばれる演劇の一種である
＊47。 榔子腔は各地で現 地化 し、

さまざまな亜種が形成されたが、 懐榔はその中でも山西省中南部に分布する上

党榔子という劇種と、 以下の点で共通点があることが指摘されている •480 

(1 ) 懐榔の主伴奏楽器である「大弦」は、 上党椰子の主伴奏楽器である「頭

把」と同じ

(2) 懐椰も上党榔子も同じ「胡胡」という呼称の楽器があり、 さらにそ

の別名も同じく「瓢」と称する

晋語や 楽氏二仙信仰同様、 榔子腔の上党榔子も山西移民によってもたらされ



たものと考えられる。 そしてこれを現地で経済的に支えたのもかれら自身で

あった。 山西移民は済源・焦作一帯に流入後、 現地に薬草が豊富に存在してい

ることに目を付け、 製薬およ びその販売を行った。中でも地黄 （ジオ ウ）・山

薬 （ナガイ モ）・牛膝 （イ ノ コ ヅチ） ・ 菊花 （キ クの花） は 「四大懐薬」と呼ば

れ、 外地で大変な人気を得たため、 これを取り扱う「懐慶薬商」は巨万の富を

得た。かれらがパ ト ロ ンとなることで、 懐榔は大き く 発展を見たのである •49

ただ榔子腔系演劇は一般に、 明る ＜ 軽快な場面で用いる 「歓音」と、 悲嘆や哀

愁を表現する 「苦音」の二種類の節回しを持つのに対し、 懐榔は前者しか持た

ないという点で、 上党榔子と似ていない どころか、 榔子腔系演劇全体の中でも

特異な存在となっている
＊50。 こうした点から、 懐椰の外来説を否定し、 元代

に済源・焦作一帯で行われた雑劇に起源を求めたり、 明代に 「海神戯 」と呼ば

れた演劇に由来するとしたりする 「本土発展説」も、 一部の研究者によって説

かれている
＊51
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しかし先に述べたよ うに 楽器面で上党榔子と共通点があることは明らかで、

また懐榔は榔子腔系演劇に特徴的な板式や演目も共有しているので、 完全に現

地起源だとするのは無理である。また、 榔子腔伝播以前から 「海神戯 」と称す

る演劇が行われていたことは地方志の記述な どから確認できるが、 これは黄河・

長江 ・ 淮水と並ぶ「四漬」の一つで、 済源に源流がある済水の神に奉納芝居を

行うという、 いわば上演の 「形態 」のことであって、 漢劇の 「種類」ではない。

実際、 懐椰も後に 「海神戯」を行っていることを考えると、 両者を別のものと

考えるのは困難である。 むしろこれは、 済源・焦作一帯でかつて海神戯を担っ

ていた別の劇種に、 山西省中 南部から伝播してきた榔子腔が上から被さ つ で壊

榔が成立したため、 基層となった劇種の様々な要素が残存していると考えるの

が妥当であろう。

こうしだ懐榔の特性は、 演目の上にも現れている。懐榔は、 基層劇種の影響

もあってか、 ほかの榔子腔系演劇に無い独自の演目も多いが、 中原に位置して

「二仙救唐王」

域における伝 統芸能 文化の
総 合的研究』 平成17- 19
年度科学研究 賀補助金碁盤
研究 (B) 研究成果報告論 文
集 、 2008年、 頁 28-35)
などを参照 。

注48… 楊玉東 「懐桃源流
解読」、『焦作師範高等専科
学校学報』 、第23巻第2期、

焦作 ： 焦作師範高等専科学
校 、2007年。

注 49•••前掲 『懐椰 文化生
態研究 』 、頁92-96 および
頁15 1-163。

注 50•• • 呂 自 強 『榔子腔系
唱腔的比較研究 』（映西 人
民出 版社、 2010年） 、 頁
241-266。

注 5 1· · ·丁永祥 『懐桃 文化
生態研究 』 （中国社会科学
出版社、 201 1年） 、 頁29-
40。
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注 52… 王暁静 「懐桃源流
及其伝統劇 目研究」、 『河南
教育学院学報 （哲学社会科
学 版 ）』、 2009 年 第 2 期、
鄭州 ： 河 南 教 育 学 院、 頁
1 3-34。

注 53 · · · 「懐桃」、 『 中 国戯
曲 劇 種 大 辞 典 』 （ 卜汁 海 辞
書 出 版 社， 1 995 年 ）、 頁
1 007。

注 54 • • •前掲 『懐桃文化生
態研究』 頁 235-274、 お
よ び張莉 「懐棉劇種伝承
与発展問題的調査与思考」
（『北方音楽』 20 1 4 年第 9
期、 唸爾浜 ： 黒竜江省音楽
家 協 会、 頁 102- 1 04) を
参照。

注 55… 趙振懐 「我所知道
的懐榔劇 目 」、 『焦作文史資
料第十輯 ． 懐榔劇史料専
輯』、 焦作 ： 政協焦作市委
員会、 2005 年、 頁 337。
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いるため「 ご当地物」になりやすいのか、 唐代の元帥・徐彦を描いた『反西京』

など唐代故事が非常に多い
＊52。 その上、 そもそも榔子腔系演劇は瓦岡棄故事

や辞家将故事など、 唐代故事の演目 を多く有しており、 懐榔もそれを引き継い

でいる。 （懐榔 『反西京』）
＊53

「二仙救唐王」の物語も懐榔における唐代演 目、 中でもこうした外伝の存在

という文脈の中で捉えることができるだろう。 静応廟の壁画の 「二仙救唐王」

が明 らかに懐榔の戯装で描かれていることからも解るよ うに、 この物語も元来

は懐椰の演目 としても行われたものであった。 王世充に よる鄭の建国や李世民

配下の尉遅敬徳といった設定も、 またその中で独 自の物語が語られるのも、 懐

桃の枠組の中でのことである。

また一般に女神が将軍を助ける類の物語としては、 例えば天書を与えたり、

兵法を授けたりといった内容が多く、 さらに仏教側の少林寺の説話では武芸で

直接李世民を助けているのに対し、 「二仙救唐王」では「尽きることなく、 ま

た疲弊した将兵を快復させる食べ物」によって李世民を救っている。 これが「仙

薬」のイ メ ー ジに近いことを考えると、 物語自体が懐榔の背後にいる懐慶薬商

の存在を念頭に置かれている可能性もあるだろう。

なお懐榔は現 在では復興し、 静応廟の廟会も行われてはいるものの、 かつて

ば懐慶薬商の没落とともに停滞し、 さらに 日 本軍による静応廟の破壊や、 解放

後の迷信禁止令、 およ び河南省の大劇種である豫劇の侵入によって、 一時は滅

亡寸前にまで追い込まれていた
＊
54。 その過程で多くの派 目 が失伝したが、 こ

の「二仙救唐王」も例外ではなく、 すでに上演は行われていない
＊550

六、 おわ り に

以上をまとめると、 魏華存の本来の形象が済源・焦作一帯では忘れられてい

たところに、 の山西移民がもたらした楽氏二仙の説話が流入し、 「十三和尚救

唐王」の道教版として語り直され、 懐榔の環境の中で流通していたのが 「二仙

救唐王」の説話であった、 ということになる。 現地では半ば史実として親しま

れているこの物語が、 別の女仙の説話や仏教側の逸話からの焼き直しであった

というのは、 特に関係者からしてみればやや決まりの悪い話であるかも知れな

い。 しかし虚構という点では結局いずれも同 じであるし、 これによって魏華存

信仰の価値が貶められるわけでは決してあるまい。 むしろこうした説話の転変

から、 済源・焦作一帯の魏華存信仰の ダイ ナ ミ ズムを見て取ることができるだ

ろう。

その中で、 意外にも大きな役割を演 じているのが懐慶薬商である。 山西移民

に由来するかれらは、 現 地の既存の文化を摂取した上でこれを塗り替え、 魏華



存という女仙信仰に新たな性質を持たせて、 「二仙救唐王」という物語を成立

させたのである。 なお筆者は前稿「王屋山の伏虎説話」において •56、清代に済源・

焦作一帯で「薬王」孫思選の信仰が成立した過程について検討したが、 こ れ も

王屋山で薬を見 出し だ懐慶薬商の勃興の産物であったと言えるだろう。 また別

稿「王屋山と無生老母」では
＊57、 現在王屋山で行われている 「十二老母朝無生 」

の信仰について検討したが、 これは懐慶薬商が没落した後 「空 白地帯」となっ

た こ の地域に、 外地から民間教派が入 り 込んだ結果であった。 近世以降におけ

る 「道教第一洞天」王 屋山の信仰の変遷を懐慶薬商の視点でた どると、 おおむ

ね以上のように整理することができるのではないだろうか。

注 56・ ・ ・ 『 洞天福地研究 』
第5 号、 神 奈 川 ： 洞天福
地研究 編集委員会、 2014
年、 頁37-50。

注 57•••土屋 昌 明 、 ヴ ァ ン
サ ン ・ ゴーサール編 『道教
の聖地 と地方神』 東京 ： 東
方書店、 2 0 1 6年、 2月。
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